
2019年 11月 5日、中田康夫教授(保健科学部看護学科、KTU教育開発推進センター長)、

小崎恭弘准教授（大阪教育大学教育学部）、伴仲謙欣助教（短期大学部口腔保健学科）、近藤

みづき講師（教育学部こども教育学科）、溝越祐志助教（保健科学部医療検査学科）、光成研

一郎教授（教育学部こども教育学科、教育学部こども教育学科長）、高松邦彦准教授（教育

学部こども教育学科）らが著者となった論文「Sustainability of Equal Evaluations Among 

Teachers of First-Year Students in Higher Education」（高等教育の初年次教育における公

平な評価の持続性）が、国際学会 IEEE/IIAI International Congress on Applied 

Information Technology (IEEE/IIAI AIT 2019)にて、Best Paper Award(最優秀論文賞)を

受賞しました。神戸常盤大学・同短期大学部の、基盤教育における初年次教育「まなぶる」

が、海外の高等教育において高い評価を受けたことになります。 
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